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必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限

担

当

教

員

主に使用する 言語

日本語

その他に使用する言語 担当形態

オムニバス

現代の医療関連業務においては、 物理学、 電気工学、 情報工学、 細胞工学など の工学的な知識が必要不可欠と なっている 。 医療機器にかかわる 工学的な知識の習熟と と も に

医療機器操作を行う ための正し い知識の習熟を目標と する 。 それに加え、 現在の医学を取り 巻く 工学的な研究方法を知り 、 機器の操作管理だけでなく 機器創出における 知識

的な土台づく り を行う 。 そのために、 講義直後には学生間のグループディ ス カッ ショ ンを通じ て、 講義の内容に基づいて、 医学分野における 工学のあり 方を議論し 、 医療工

学分野での課題発見に対する 能力を身につける 。

授

業

の

概

要

目標1

目標2

目標3 治療・ 検査領域における 課題について議論ができ る 。

目標4 生体において工学的な知識を用いて議論ができ る 。

目標5

目標6

目標7

各DPへの関連度（ 計10）

1 2 3 4 5 6 7

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

4 1 1 4

○ ○

○ ○

医療機器と 工学的な知識の接点について説明ができ る 。

医療機器操作・ 管理にあたり 必要と さ れる 知識について説明ができ る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

目標8

目標9

目標10

授業の内容

総論①：  生体機能・ 構造と 生体の物理特性（ 梅田　 涼平）1

各論①：  医用電極と 生体に使用さ れる 医用電子技術（ 梅田　 涼平）2

各論②：  生体計測法と その特性（ 臨床検査で用いら れる 医用工学の基礎と 応用） （ 兒玉　 雅明） 　 　3

各論③：  音を用いた計測機器と 治療機器（ 兒玉　 雅明） 　4

各論④：  光を用いた計測機器と 治療機器（ 梅田　 涼平） 　5

各論⑤：  医用工学と それを取り 巻く 環境（ 梅田　 涼平）6

各論⑥：  人工臓器と バイ オメ カニク ス （ 梅田　 涼平）7

各論⑦：  生体において、 工学的技術を安全に使用する ために [ 課題１ ]  （ 梅田　 涼平）8

総論②：  臨床における シス テム工学と 情報工学（ 梅田　 涼平）9

各論⑧：  シス テム工学と シス テムと し ての生体（ 梅田　 涼平）10

各論⑨：  シス テムの制御と 特性（ 梅田　 涼平）11

各論⑩：  生体内の機構と その制御（ 梅田　 涼平）12

各論⑪：  情報機器と その利用（ 梅田　 涼平）13

各論⑫：  ネッ ト ワ ーク と ハード ウ エア [ 課題２ ]  （ コ ンピ ュ ータ ネッ ト ワ ーク ） （ 梅田　 涼平）14

ま と め、 小テス ト ( 演習) （ 梅田　 涼平）15

ア

ク

テ

ィ

ブ

 A: 知識の定着・ 確認

 B: 意見の表現・ 交換

 C: 応用志向

 D: 知識の活用・ 創造

Ａ ： 調べ学習、 レ ポート

Ｂ ： グループディ ス カッ ショ ン

Ⅾ： グループディ ス カッ ショ ン

すべての講義の最後に講義内容を用い

たグループディ ス カッ ショ ンを実施

○

○

○
工

夫

そ

の

他

の

ラ

ー

ニ

ン

グ

授業時間外

学修の内容

と 想定時間

配付資料や参考文献等の情報を必要に応じ て予習する  ( 20h)

準備学修

事後学修

グループディ ス カッ ショ ンに関する 発表準備（ 23ｈ ） 、 配付資料を用いて復習する  ( 25h)

68想定時間合計

教科書

嶋津 秀昭・ 中島 章夫 ( 編) 『 臨床検査学講座 医用工学概論』 医歯薬出版、 2018、 I SBN978-4-263-22374-1

参考書

W.  Mar k Sal t zman『 Bi omedi cal  Engi neer i ng:  Br i dgi ng Medi ci ne and Technol ogy 2nd Edi t i on』 Cambr i dge Uni ver s i t y Pr ess、 2015、 　 I SBN-13  :   978-

1107037199

R Lanza,  R Langer ,  J  Vacant i  『 Pr i nci pl es of  t i ssue engi neer i ng 3rd ed』 Academi c Pr ess、 2007、

I SBN-13  :   978-0123706157

mailto:kodm@oita-u.ac.jp


評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

生体における 工学（ グループディ ス カッ ショ ン） [ 課題１ ]

工学知識の医療転用（ グループディ ス カッ ショ ン） [ 課題２ ]

定期試験[ 課題]３

20% ○ ○

20% ○ ○

60% ○ ○

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

目標

8

目標

9

目標

10

注意事項
特になし

備考
特になし

リ ン ク
URL

○

担当教員の

実務経験の

有無

医師、 臨床工学技士
教員の実務

経験

医師、 臨床工学技士の業務経験をも と にし た、 キャ リ アや知識をも と に学生指導を行う 。

実務経験を

いかし た教

育内容


